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評 価 決 定 日

神奈川県横浜市泉区和泉町1991-58

＜事業所の優れている点＞
◇町内会に入会し、地域の盆踊りには毎年花飾りを作って参加している。また、お
彼岸には利用者が作ったおはぎを利用者と共に近所に配って好評を得ている。地域
に密着した活動ができていて、事業所の玄関は施錠せず開放している。

＜事業所が工夫している点＞
◇先日、二人目の利用者の看取りをした。介護道場と称する内部研修を行って、職
員の不安感を解消し、利用者への愛情を持って介護にあたるよう努めている。
◇運営推進会議を経営母体の違う近隣のグループホームと共同で行っている。お互
いの運営の長所・短所が分かり合えることと、共同で会議を開催することで泉区役
所・地域包括支援センターの担当者の出席を効率的にすることができ毎回参加して
もらっている。地域の情報を共に得ることができている。

明るく、温もりのある家庭的な雰囲気を心がけています。
利用者様の生活歴や好みを大切にして、職員は安全を見守りながらも、ゆったり接す
ることで、安心で居心地良い空間を作っています。
買物や調理、掃除に参加していただくことを生活のリハビリとし、感謝の気持ちを伝
え役割や社会参加を感じていただきます。
可能なかぎり、外出や外食で楽しんでいただきます。
ご家族様も「少し遠くにお部屋が出来た」くらいの感覚で、いつでもお尋ねくださっ
ていただけるよう配慮しています。

登録定員

平成22年1月10日

23 ～ 35

36 ～ 55
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サリューブルいずみ

56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

　Ⅴ　アウトカム項目

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

サリューブルいずみ

1階

 事業所名

 ユニット名

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこと、
求めていることをよく聴いており、信頼関係が
できている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域
の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業
所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげて
いる

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、
事業所自体が地域の一員として日常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理
解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への
取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの
意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情
やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協力関係
を築くように取り組んでいる

メールや郵送による情報があり、時には感
染症など講習会に参加しているが、まだ希
薄である。

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

職員も管理者も理念の内容を理解して実践
しているが、以前からの理念であって、地
域密着型サービスの内容については盛り込
んでいない。

・運営推進会議に地域包括支援
センター職員、戸塚区サービス
課担当者が出席し意見交換がで
きている。
・生保者のケアに戸塚区の担当
部署から3か月に一度程度の訪
問がある。

・理念は事業所玄関と事務室に
掲示している。
・地域密着型サービスについて
は町内会の催し、事業所のイベ
ントで地域の人々と交流ができ
ている。

・理念の文言を変えることな
く、事業所として年間目標を
職員が共同して作成すること
を望みます。

その気持ちはあるが、見学程度にとどま
り、あまり機会がない。

毎回、良い意見交流ができ、内容はインフ
ルエンザの話題、虐待から、職員の待遇な
ど多岐にわたる。それについて理解してい
ただき、アドバイスをいただいている。

・運営推進会議は3か月毎に開
催している。最近は近くの他事
業所と共同で開催し、地域の情
報収集に役立っている。

地域に買い物に行き、地域の床屋など施設
を使っている。お彼岸にはおはぎを作り近
所に配っていて好評である。町内会の催し
物に参加し、盆踊りには毎年、花飾りを
作って準備から参加している。又、ホーム
主催のいずみ祭りにも毎年、協力して頂き
参加して頂いている。

・お彼岸に利用者が作ったおは
ぎを利用者も同行して近所の6
～７軒のお宅に配っている。
・事業所と近所の双方向の付合
いができている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、
玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機会を
持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされるこ
とがないよう注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度
について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合
い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等の不
安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図って
いる

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外部者
へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている

日頃から、利用者様、ご家族様には、話し
やすい雰囲気を心がけており、意見交流が
できている。利用者懇談会、家族会を開催
して意見交流をしている。

・利用者懇談会を3か月毎に開
催し、利用者の希望を聞いてい
る。芝居見物やランドマーク、
江の島での外食の希望を実現し
た。
・家族会は納涼祭のときに開催
している。

契約書の中にもうたわれており、今までの
契約締結の場面でも十分に説明しており、
問題になったことはない。

管理者は、権利擁護、後見人制度の研修に
参加し、それを職員の介護内容の軌道修正
の要としている。
今後、主任、職員にも良い研修があれば参
加させたいと考えている。

虐待のアンケートをとり、職員が自分の行
動を見つめ直す機会を設けた。
管理者は職員の作業に無理が無い事に常に
気を配り、忙しさから虐待に繋がらないよ
うにしている。

管理者が権利擁護の研修を受けており、初
めから拘束のない環境を整えており、職員
もそれが当たり前に思っている。

・身体拘束についての係として
各階に1名担当者を置いてい
る。言葉遣いや態度に気がつい
たときはその場で注意しスタッ
フ会議で確認している。
・玄関は施錠していない。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く
機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把
握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心
を持って働けるよう職場環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を
把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きなが
らトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつく
り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通
じて、サービスの質を向上させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を
確保するための関係づくりに努めている

管理者は月1回の管理者会議、横浜エリア会
議を開催し課題をしぼって検討している。
職員は他事業所と交換研修を行っている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

ご本人様、ご家族様に前もってアンケート
や話を伺い、サービス計画書を作成し、更
に細かい資料を作り職員に開示される。新
規の利用者様の対応はまずホームと職員に
安心してもらうことに絞っている。職員は
利用者様の好きな事、嫌いな事を知ること
から始まり、環境が変わった不安を理解
し、無理強いはしないことを教育されてい
る。

初日にオリエンテーションを行い、しばら
くは先輩と組んで同じ作業をする。法人は
基礎研修をし、年月が経つと「介護道場」
という内部研修を行っている。事業所内で
も講師を呼んだり、主任、リーダー向けの
研修と力を入れている。外部研修も参加あ
り。又、働きながら受講できるヘルパー2級
講座も行っている。

人事考課制度を取り入れており、職員も目
標をたてて、自己努力が評価に繋がってい
る。
人員確保も十分で、夜勤明け休みは確保さ
れ、過剰な連続勤務、サービス残業はな
い。

日頃から話しやすい雰囲気を心がけ、重要
なことは、ユニット会議で話し合い、それ
を運営会議、本部会議へとあげて検討し
て、回答を職員へおろしている。月給制、
夜勤手当の改善などかなり生かされてい
る。

・ユニット会議は月1回、全体
会議は年2回開催している。日
常の生活で無駄を省き、正月、
花見、納涼祭を盛大に行うこと
などについて話し合っている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくり
に努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が「その
時」まず必要としている支援を見極め、他のサービス利用
も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮らしを
共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人と家
族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築
いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係
が途切れないよう、支援に努めている

ご家族が支障ないと言えば、ご本人のご友
人の面会、電話でのやりとりは自由であ
る。
馴染みの病院や美容院など、ご家族に手
伝っていただきながら、利用している。

・入所前の友人との面会、電話
での話し合いも支援している。
・行きつけの病院や美容院に
は、家族と一緒に利用してい
る。

「預けてしまった」では無く、「お部屋が
遠くにできた」の感覚でいて頂いている。
お身体や精神的な変化は電話や面会時にす
ぐお伝えして支援方法を説明、相談してい
る。

お身体のことで不安があれば、協力医療機
関の説明もし、実費であれば、針鍼灸マッ
サージ師の訪問などの説明もする。

共同生活介護の「共同」は、利用者様同
志、利用者様と職員が共同で作業すること
と指導されている。自立支援であることわ
忘れずに「ケアパートナー」として利用者
様は人生の先輩であり、一時代を支えてき
たという敬意をはらうことは忘れない。

よく説明することに時間を割いている。
話しやすい雰囲気を心がけている。面会も
24時間可能なので、いつでも繋がりができ
ることを話す。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用
者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を
大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォ
ローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めて
いる。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これ
までのサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現
状の把握に努めている

日頃から、会話を心がけ、その中から希望
を引き出している。複雑な会話の困難な方
は好きな食べ物など把握し、メニューに入
れたり、外食したりしている。

・職員は毎日の生活の中で、利
用者の話を聞いたり表情から
個々の思いや希望を把握するよ
うにしている。
・家族からの聞き取りも連絡
ノートに記入して共有してい
る。

ご本人の話、ご家族様からの情報、関った
方からの情報を収集している。

利用者様と関ることを常に優先順位として
仕事をし、密に関っている。
朝はバイタル確認から始まり、様子に変化
のある方はさらに細かく確認している。

聴覚、視力障害のある方については特に疎
外感の無いように気を配っている。
相性の合わない方は大喧嘩にならないよう
に早めに介入している。ただし、軽い喧嘩
は見守っている。
食事やおやつの時など会話を心がけ、会話
がかみ合わない時は職員が会話を繋げる役
をさりげなくしている。

生前の関係が生かされていて、自然と関わ
りが続いており、他の利用者様に面会に来
てくださったり、ボランティアでパスタ作
りにきてくださったり、ご実家のお店のか
まぼこを利用者様に送ってくださる。
積極的には動いていないので考えて行きた
い。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意
見やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作成し
ている

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録
に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の
見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービス
の多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人
が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこ
とができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られ
たかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療
を受けられるように支援している

・内科医・歯科医と協力協定を
している。
・内科医は月2回の往診と薬の
処方を、歯科医は毎週〔水〕に
往診し、看護師も毎週来訪して
いる。

・内科医との連携を図るた
め、利用者の入所前のかかり
つけ医に受診した場合には、
受診記録を書いてもらい、情
報の共有をすることが望まれ
ます。

ユニット会議でモニタリングを行い、サー
ビス計画書を作成している。
日頃から、ご本人の意向、ご家族の希望を
うかがって、その内容を盛り込んでいる。

・ユニット会議で居室担当者の
情報や職員の話を確認し、修正
している。
・日常の変化や要求は申し送り
ノートに記録し、モニタリング
の材料としている。

毎日、時間を追って記録している。大きな
変化や課題になることは赤字で記入してい
る。
連絡ノートを使い情報の共有、介護内容の
見直をしている。

四肢の拘縮などは針鍼灸マッサージ師の手
を借りている。
人力だけでは限界な物は介護用品の会社な
どに意見や新製品の情報を貰っている。

町内会には参加しており、回覧板で情報を
知らせていただき、今年度は文化祭に作品
を出展させていただき、利用者様と見に
行った。
ボランティアによる三味線やフラダンスな
ども来てくださり、利用様も喜んでいる。

開所当時からお世話になっている医師で
利用者様に対する態度が丁寧で安心感を与
えてくださっている。
往診後はボランティアで歌や三味線を披露
してくださる。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づき
を、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談し、
個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるように支援
している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情報
交換や相談に努めている。又は、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から
本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十
分に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共にチー
ムで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けて
いる

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避
難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域との協
力体制を築いている

入院については救急搬送先で決まる事が多
い。
そこからは希薄な関係になり努力しないと
こまめに情報が得られない。また、認知症
の看護に手をかけられない所があり、頻回
なトイレや不安定な歩行介助に対応しても
らえず、排泄や歩行に支障をきたして帰苑
するケースが多い。

災害マニュアルは完備、避難訓練も行って
いる。
地域に関してはようやく把握してもらいは
じめたところで、町内会では気にしていた
だいている。

・消防署の検査はこれから予定
している。
・避難訓練は年２回行ってい
る。
・町内会では話し合ってはいる
が、協定書はまだない。

・食料や水以外に、おむつや
毛布の備蓄が期待されます。
・運営推進会議でも災害時の
地域協力について話し合うこ
とが望まれます。

お一人、当ホームにて看取りを行ってい
る。
ご家族とは良く話し合い、ご家族様の思う
通りの看取りとなった。これから、この時
の課題を次に生かすことを考えていく。

・本部に看取りの指針と指導力
がある。今まで二人の事例があ
り、このときの課題をよりよく
生かせるように話し合ってい
る。

研修に参加している。実践には乏しく、こ
れから質の向上に取り組んでいく。

２４時間連携と週1回の訪問で支援して頂い
ている。
かかりつけ医の看護師なので馴染みの関係
であり、利用者様をよく理解してくれてい
る。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねな
い言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定で
きるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとり
のペースを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、
希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し
ている

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を
活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付け
をしている

自立されている方は好みに任せている。購
入時に迷いがあるなら、個々の特徴に合わ
せて支援している。
ご自分でできない方はご家族の情報やその
方に似合うものを支援している。

献立は決めずにその日に利用者様と相談し
たり、一緒に買い物に行き決めている。
調理に参加していただき、一品作れる方か
ら、もやしのひげとりなど　簡単なもの等
個々の残存能力を生かして参加してもらっ
ている。片付けも全員が何かしらに関って
片付け、終了時には感謝の言葉を添えてい
る。

・夜勤者が朝食、早番が昼食、
遅番が夕食の献立を作成する。
献立の作成にあたって利用者の
意見を聞いており、食材の買物
には利用者と共に出かけてい
る。
・訪問日当日、見事な包丁さば
きで肉を切っている利用者を見
ることができた。

個々の性格や好き嫌いについて理解し情報
交換して　声掛けの統一をしている。

・声掛けは人生の先輩としての
敬意を払い、苗字で呼ぶように
している。
・個人情報保護については家族
と契約書を交わし、職員から誓
約書を取っている。書類は事務
所の施錠できる書庫に保管して
いる。

職員との馴染みの関係ができていて、話し
やすい雰囲気を心がけている。
日頃の暮らしの中で選択できる場面を多く
作り、常に自己決定できるよう働きかけて
いる。

家具や持ち物は個人のなじみの物や好みの
物を使用している。
起床や就寝も健康を害さない程度の時間は
考えるが決まってはいない。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保でき
るよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をして
いる

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとり
の口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排
泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の
自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動へ
の働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめる
ように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々に応じた入浴の支援をしている

可能な限りは希望日に入浴している。
時間に関しては安全に見守れる時間となっ
てしまう。

・入浴は最低週2日以上行なっ
ている。
・利用者との間で信頼関係がで
きているので入浴拒否者でも誘
導には応じてくれる。

訪問歯科の医師と相談して口腔ケアをして
いる。
主には夕食後に行っている。
義歯は洗浄剤に付け毎日対応している。

排泄表にて個々を把握している。可能な限
りは綿の下着を着用して頂き　トイレ誘導
や　最小限のパットで過ごす。

・排泄表により、利用者個々の
周期を把握し、トイレ誘導をし
ている。声掛けはそれとなく行
い、個人の尊厳を失わないよう
配慮している。

野菜を多く取れるよう工夫し調理して提
供。

野菜を多く使って調理している。少食の方
は多く盛ってプレッシャーにならないよう
に、過食の方は多く見えるように　盛り付
けで工夫する。
歯の弱い方、飲み込みの早い方には　お粥
や刻み食を、むせる方にはトロミをつける
など対応している。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息し
たり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量
について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に
努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとり
の生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分
転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられる
よう支援に努めている。また、普段は行けないような場所
でも、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力しな
がら出かけられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、
一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使える
ように支援している

主婦としてやっていたことに関してはどん
どん共同作業していただいている。（調
理、片付け、掃除）
個々に合わせて、活け花、縫い物、花壇の
世話、をしている。

2名の方はお一人で外出される。
買い物は毎日行くので、希望があれば順番
に出掛ける。ドライブ、外食は月に２、3回
はある。気候の良い時は　花見、動物園、
水族館なども企画。
お墓参りに希望も叶えている。

・一人で出かけることのできる
利用者は携帯電話を持っていて
いつでも連絡がとれるようにし
ている。
・消耗品の補充など些細なこと
でも、外出の機会と捉え外出す
るようにしている。

6名の方がご自分でお金を所持している。他
者は持ってしまうことで不穏になったり、
糖尿病で自由に食物を購入できないという
理由がある。

健康に支障のあるような時間であれば注意
はするが、あとは個々にあわせている。
就寝前は団欒のような雰囲気を心がけて気
持ちよく眠れることに気を配っている。

個々の処方薬ファイルを作り職員が閲覧で
きるようになっている。
変更があった場合は速やかに主任から指示
連絡通達される。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取
りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生
活感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工
夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士
で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心
地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかること」
を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が送れるよ
うに工夫している

明るくシンプルな作りである。
そこに、ご自分のなじみの物や好みの物を
お持ちいただいている。又、一緒に買い物
に出かけ本人の好みの物を購入する事もあ
る。

・居室からは富士山が望まれ、
壁紙は優しい色で、家族の写
真、お孫さんの絵が飾られ個性
的である。
・使い慣れたタンス・椅子や仏
壇の持ち込みもある。

バリアフリーである。
トイレなど解りやすいようにさりげなく表
示をしてある。
足元や目線のところは整備し転倒に繋がら
ない工夫をしている。

電話も手紙も自由である。

明るい素材を使っている。壁紙は和紙調の
ものを使い、優しい温かみのあるものにし
ている。
模様も避けシンプルなものにしている。窓
は大きく　明かりが良く入る。空調も全体
によく効いている。壁面には季節感を感じ
ていただける様、利用者様と職員の共同作
業の作品や絵が飾られている。季節の花も
かざられている。心地良い音楽も心がけて
いる。

・居間は大きなガラス窓で明る
く換気も良い。
・壁面は行事や日常の写真・作
品が飾られている。訪問時は節
分のお面で季節感を出してい
た。

玄関前やテラスにベンチを設置。階段の踊
場にもソファベンチが設置されている。

ナルク神奈川福祉サービス第三者評価事業部
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 Ⅴ アウトカム項目 

○ 1，ほぼ全ての利用者の 

 2，利用者の2/3くらいの 

 3．利用者の1/3くらいの 

56 
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。 
（参考項目：23,24,25） 

 4．ほとんど掴んでいない 

○ 1，毎日ある 

 2，数日に1回程度ある 

 3．たまにある 

57 
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。 
（参考項目：18,38） 

 4．ほとんどない 

○ 1，ほぼ全ての利用者が 

 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

58 
利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。 
（参考項目：38） 

 4．ほとんどいない 

○ 1，ほぼ全ての利用者が 

 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

59 

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている 
（参考項目：36,37） 

 4．ほとんどいない 

 1，ほぼ全ての利用者が 

○ 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

60 
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている 
（参考項目：49） 

 4．ほとんどいない 

 1，ほぼ全ての利用者が 

○ 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

61 

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安な区過ごせている。 
（参考項目：30,31） 

 4．ほとんどいない 

○ 1，ほぼ全ての利用者が 

 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

62 
利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。 
（参考項目：28）  4．ほとんどいない 
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○ 1，ほぼ全ての家族と 

 2，家族の2/3くらいと 

 3．家族の1/3くらいと 

63
職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。 
（参考項目：9,10,19）  4．ほとんどできていない 

 1，ほぼ毎日のように 

 2，数日に1回程度ある 

○ 3．たまに 

64

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。 
（参考項目：9,10,19） 

 4．ほとんどない 

 1，大いに増えている 

○ 2，少しずつ増えている 

 3．あまり増えていない 

65
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。 
（参考項目：4）  4．全くいない 

○ 1，ほぼ全ての職員が 

 2，職員の2/3くらいが 

 3．職員の1/3くらいが 

66

職員は、活き活きと働けている。 
（参考項目：11,12） 

 4．ほとんどいない 

 1，ほぼ全ての利用者が 

○ 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

67

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。 

 4．ほとんどいない 

 1，ほぼ全ての家族等が 

○ 2，家族等の2/3くらいが 

 3．家族等の1/3くらいが 

68

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。 

 4．ほとんどいない 
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自己評価 外部評価 自
己
評
価 

外
部
評
価 

項          目 
実施状況 実施状況 

次のステップに向けて 
期待したい内容 

 Ⅰ 理念に基づく運営 

1 1 ○理念の共有と実践 
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につな
げている 

職員も管理者も理念の内容を理
解して実践しているが、以前か
らの理念であって、地域密着型
サービスの内容については盛り
込んでいない。 

  

2 2 ○事業所と地域とのつきあい 
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流してい
る 

地域に買い物に行き、地域の床
屋など施設を使っている。 
お彼岸には おはぎを作り近所
に配っていて好評である。 
町内会の催し物に参加し、盆踊
りは毎年、花飾りを作って準備
から参加している。 

  

3  ○事業所の力を活かした地域貢献 
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

その気持はあるが、見学程度に
とどまり、あまり機会がない。 

  

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み 
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこ
での意見をサービス向上に活かしている 

毎回、良い意見交流ができ、内
容はインフルエンザの話題、虐
待から、職員の待遇など 多岐
にわたる。それについて理解し
ていただき、アドバイスをいた
だけている。 

  

5 4 ○市町村との連携 
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協力
関係を築くように取り組んでいる 

メールや郵送による情報があ
り、時には感染症など講習会に
参加しているが まだ希薄であ
る。 

  



サリューブルいずみ 

ナルク神奈川福祉サービス第三者評価事業部 

 
 

自己評価 外部評価 自
己
評
価 

外
部
評
価 

項          目 
実施状況 実施状況 

次のステップに向けて 
期待したい内容 

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践 
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準に
おける禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取
り組んでいる 

管理者が権利擁護の研修を受け
ており、初めから拘束のない環
境を整えており、職員もそれが
当たり前に思っている。 

  

7  ○虐待の防止の徹底 
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごさ
れることがないよう注意を払い、防止に努めている 
 

虐待のアンケートをとり、職員
が自分の行動を見つめ直す機会
を設けた。 
管理者は職員の作業に無理が無
い事に常に気を配り、忙しさか
ら虐待に繋がらないようにして
いる。 

  

8  ○権利擁護に関する制度の理解と活用 
 管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話
し合い、それらを活用できるよう支援している 

管理者は権利擁護、後見人制度
の研修に参加し、それを職員の
介護内容の軌道修正の要として
いる。 
今後、主任、職員にも良い研修
があれば参加させたいと考えて
いる。 

  

9  ○契約に関する説明と納得 
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を
図っている 

契約書の中にもうたわれてお
り、今までの契約終結の場面で
も十分に説明しており、問題に
なったことはない。 
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  10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映 
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させてい
る 

日頃から、利用者様、ご家族様
には、話やすい雰囲気を心がけ
ており、意見交流ができてい
る。利用者懇談会、家族会を開
催して意見交流をしている。 

 
 

自己評価 外部評価 自
己
評
価 

外
部
評
価 

項          目 
実施状況 実施状況 

次のステップに向けて 
期待したい内容 

11 7 ○運営に関する職員意見の反映 
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている 
 

日頃から話しやすい雰囲気を心
がけ、重要なことは、ユニット
会議で話し合い、それを運営会
議、本部会議へとあげて検討し
て、回答を職員へおろしてい
る。月給制、夜勤手当の改善な
どかなり生かされている。 

  

12  ○就業環境の整備 
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が
向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に努め
ている 

人事考課制度を取り入れてお
り、職員も目標をたてて、自己
努力が評価に繋がっている。 
人員確保も十分で、夜勤明け休
みは確保され、過剰な連続勤
務、サービス残業はない。 

  

13  ○職員を育てる取組み 
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働
きながらトレーニングしていくことを進めている 

初日にオリエンテーションを行
い、しばらくは先輩と組んで同
じ作業をする。法人は基礎研修
をし、年月が経つと「介護道
場」という内部研修を行ってい
る。事業所内でも講師を呼んだ
り、主任、リーダー向けの研修
と力を入れている。外部研修も
参加あり。 
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  14  ○同業者との交流を通じた向上 
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動
を通じて、サービスの質を向上させていく取組みをして
いる 

管理者は月1回の管理者会議、横
浜エリア会議を開催し 課題を
しぼって検討している。 
職員は他事業所と交換研修を行
っている。 

 
 

自己評価 外部評価 自
己
評
価 

外
部
評
価 

項          目 
実施状況 実施状況 

次のステップに向けて 
期待したい内容 

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援 

15  ○初期に築く本人との信頼関係 
サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安
心を確保するための関係づくりに努めている 
 

ご本人様、ご家族様に前もって
アンケートや話を伺い、サービ
ス計画書を作成し、更に細かい
資料を作り職員に開示される。 
新規の利用者様の対応はまずホ
ームと職員に安心してもらうこ
とに絞っている。職員は利用者
様の好きな事、嫌いな事を知る
ことから始まり、環境が変わっ
た不安を理解し 無理強いはし
ないことを教育されている。 

  

16  ○初期に築く家族等との信頼関係 
 サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づ
くりに努めている 
 

よく説明することに時間を割い
ている。 
話しやすい雰囲気を心がけてい
る。面会も２４時間可能なの
で、いつでも繋がりができるこ
とを話す。 

  

17  ○初期対応の見極めと支援 
サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他のサー
ビス利用も含めた対応に努めている 

お身体のことで不安があれば、
協力医療機関の説明もし、実費
であれば、針鍼灸マッサージ師
の訪問などの説明もする。 
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  18  ○本人と共に過ごし支え合う関係 
職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている 
 

共同生活介護の「共同」は、利
用者様同志、利用者様と職員が
共同で作業することと指導され
ている。自立支援であることを
忘れずに「ケアパートナー」と
して利用者様は人生の先輩であ
り、一時代を支えてきたという
敬意をはらうことは忘れない。 

19  ○本人と共に支え合う家族との関係 
職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関
係を築いている 

「預けてしまった」では無く、
「お部屋が遠くにできた」の感
覚でいて頂いている。 
お身体や精神的な変化は 電話
や面会時にすぐにお伝えして支
援方法を説明、相談している。 

  

 
 

自己評価 外部評価 自
己
評
価 

外
部
評
価 

項          目 
実施状況 実施状況 

次のステップに向けて 
期待したい内容 

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援 
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている 

ご家族様が支障ないと言えば、
ご本人のご友人の面会、電話で
のやりとりは自由である。 
馴染みの病院や美容院など、ご
家族に手伝っていただきなが
ら、利用している。 

  

21  ○利用者同士の関係の支援 
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努め
ている 

聴覚、視力障害のある方につい
ては特に疎外感の無いように気
を配っている。 
相性の会わない方は大喧嘩にな
らないように早めに介入してい
る。ただし、軽い喧嘩は見守っ
ている。 
食事やおやつの時など会話を心
がけ、会話がかみ合わない時は
職員が会話を繋げる役をさりげ
なくしている。 
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  22  ○関係を断ち切らない取組み 
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過を
フォローし、相談や支援に努めている 

生前の関係が生かされていて、
自然と関わりが続いており、他
の利用者様に面会に来てくださ
ったり、ボランティアでパスタ
作りにきてくださったり、ご実
家のお店のかまぼこを利用者様
に送ってくださる。 
積極的には動いて無いので考え
て行きたい。 

 

 
 

自己評価 外部評価 自
己
評
価 

外
部
評
価 

項          目 
実施状況 実施状況 

次のステップに向けて 
期待したい内容 

 Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 

23 9 ○思いや意向の把握 
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。 

日頃から、会話を心がけ、その
中から希望を引き出している。 
複雑な会話の困難な方は 好き
な食べ物など把握し、メニュー
に入れたり、外食したりしてい
る。 

  

24  ○これまでの暮らしの把握 
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めている 

ご本人の話、ご家族様からの情
報、関った方からの情報を収集
している。 

  

25  ○暮らしの現状の把握 
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている 

利用者様と関ることを常に優先
順位として仕事をし、密に関っ
ている。 
朝はバイタル確認から始まり、
様子に変化のある方はさらに細
かく確認している。 
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  26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング 
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれ
の意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を
作成している 
 

ユニット会議でモニタリングを
行い、サービス計画書を作成し
ている。 
日頃から、ご本人の意向、ご家
族の希望をうかがって、その内
容を盛り込んでいる。 

27  ○個別の記録と実践への反映 
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護
計画の見直しに活かしている 
 

毎日、時間を追って記録してい
る。大きな変化や課題になるこ
とは赤字で記入している。 
連絡ノートを使い情報の共有、
介護内容の見直をしている。 

  

 

自己評価 外部評価 自
己
評
価 

外
部
評
価 

項          目 
実施状況 実施状況 

次のステップに向けて 
期待したい内容 

28  ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化 
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサー
ビスの多機能化に取り組んでいる 

四肢の拘縮などは針鍼灸マッサ
ージ師の手を借りている。 
人力だけでは限界な物は 介護
用品の会社などに意見や新製品
の情報を貰っている。 

  

29  ○地域資源との協働 
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽
しむことができるよう支援している 
 

町内会には参加せいており、回
覧板で情報を知らせていただ
き、今年度は文化祭に作品を出
展させていただき、利用者様と
見に行った。 
ボランティアによる三味線やフ
ラダンスなども来てくださり、
利用様も喜んでいる。 

  

30 11 ○かかりつけ医の受診診断 
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切
な医療を受けられるように支援している 
 

開所当時からお世話になってい
る医師で 利用者様に対する態
度が丁寧で安心感を与えてくだ
さっている。 
往診後はボランティアで歌や三
味線を披露してくださる。 
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  31  ○看護職員との協働 
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよう
に支援している 
 

２４時間連携と週1回の訪問で支
援して頂いている。 
かかりつけ医の看護師なので馴
染みの関係であり、利用者様を
よく理解してくれている。 

32  ○入退院時の医療機関との協働 
利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者と
の情報交換や相談に努めている。又は、そうした場合に
備えて病院関係者との関係づくりを行っている。 
 

入院については救急搬送先で決
まる事が多い。 
そこからは希薄な関係になり努
力しないとこまめに情報が得ら
れない。また、認知症の看護に
手をかけられない所があり、頻
回なトイレや不安定な歩行介助
に対応してもらえず、排泄や歩
行に支障をきたして帰苑するケ
ースが多い。 

  

 
 

自己評価 外部評価 自
己
評
価 

外
部
評
価 

項          目 
実施状況 実施状況 

次のステップに向けて 
期待したい内容 

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援 
重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできるこ
とを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と
共にチームで支援に取り組んでいる 
 

お一人、当ホームにて看取りを
行っている。 
ご家族とは良く話し合い、ご家
族様の思う通りの看取りとなっ
た。これから、この時の課題を
次に生かすことを考えていく。 

  

34  ○急変や事故発生時の備え 
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に
付けている 
 

研修に参加している。実践には
乏しく、これから質の向上に取
り組んでいく。 
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  35 13 ○災害対策 
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域
との協力体制を築いている 
 

災害マニュアルは完備、避難訓
練も行っている。 
地域に関してはようやく把握し
てもらいはじめたところで、町
内会では気にしていただいてい
る。 

 
 
 

自己評価 外部評価 自
己
評
価 

外
部
評
価 

項          目 
実施状況 実施状況 

次のステップに向けて 
期待したい内容 

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援 

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保 
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている 

個々の性格や好き嫌いについて
理解し情報交換して 声掛けの
統一をしている。 

  

37  ○利用者の希望の表出や自己決定の支援 
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている 
 

職員との馴染みの関係ができて
いて、話しやすい雰囲気を心が
けている。 
日頃の暮らしの中で選択できる
場面を多く作り、常に自己決定
できるよう働きかけている。 

  

38  ○日々のその人らしい暮らし 
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごした
いか、希望にそって支援している 
 

家具や持ち物は個人のなじみの
物や好みの物を使用している。 
起床や就寝も健康を害さない程
度の時間は考えるが決まっては
いない。 
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  39  ○身だしなみやおしゃれの支援 
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している 
 

自立されている方は好みに任せ
ている。購入時に迷いがあるな
ら、個々の特徴に合わせて支援
している。 
ご自分でできない方はご家族の
情報やその方に似合うものを支
援している。 

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援 
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、
片付けをしている 
 

献立は決めずにその日に利用者
様と相談したり、一緒に買い物
に行き決めている。 
調理に参加していただき、一品
作れる方から、もやしのひげと
りなど 簡単なもの等 個々の
残存能力を生かして参加しても
らっている。片付けも全員が何
かしらに関って片付け、終了時
には感謝の言葉を添えている。 

  

 

自己評価 外部評価 自
己
評
価 

外
部
評
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項          目 
実施状況 実施状況 

次のステップに向けて 
期待したい内容 

41  ○栄養摂取や水分確保の支援 
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援
をしている 

野菜を多く使って調理してい
る。少食の方は多く盛ってプレ
ッシャーにならないように、過
食の方は多く見えるように 盛
り付けで工夫する。 
歯の弱い方、飲み込みの早い方
には お粥や刻み食を、むせる
方にはトロミをつけるなど対応
している。 

  

42  ○口腔内の清潔保持 
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

訪問歯科の医師と相談して口腔
ケアをしている。 
主には夕食後に行っている。 
義歯は洗浄剤に付け毎日対応し
ている。 
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  43 16 ○排泄の自立支援 
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や
排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排
泄の自立に向けた支援を行っている 
 

排泄表にて個々を把握してい
る。可能な限りは綿の下着を優
先して トイレ誘導や 最小限
のパットで過ごす。 

44  ○便秘の予防と対応 
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動
への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる 

野菜を多くしている。朝ヨーグ
ルトを食している。 

  

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援 
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめ
るように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわず
に、個々に応じた入浴の支援をしている 
 

可能な限りは希望日に入浴して
いる。 
時間に関しては安全に見守れる
時間となってしまう。 

  

 
 
 

自己評価 外部評価 自
己
評
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実施状況 実施状況 

次のステップに向けて 
期待したい内容 

46  ○安眠や休息の支援 
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している
 

健康に支障のあるような時間で
あれば注意はするが、あとは
個々にあわせている。 
就寝前は団欒のような雰囲気を
心がけて気持ちよく眠れること
に気を配っている。 

  



サリューブルいずみ 

ナルク神奈川福祉サービス第三者評価事業部 

  47  ○服薬支援 
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化の
確認に努めている 
 

個々の処方薬ファイルを作り職
員が閲覧できるようになってい
る。 
変更があった場合は速やかに主
任から指示連絡通達される。 

48  ○役割、楽しみごとの支援 
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている 
 

主婦としてやっていたことに関
してはどんどん共同作業してい
ただいている。（調理、片付
け、掃除） 
個々に合わせて、活け花、縫い
物、花壇の世話、をしている。 

  

49 18 ○日常的な外出支援 
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられ
るよう支援に努めている。また、普段は行けないような
場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協
力しながら出かけられるように支援している 
 

1名の方はお一人で外出される。
買い物は毎日行くので、希望が
あれば順番に出掛ける。 
ドライブ、外食は月に２、3回は
ある。気候の良い時は 花見、
動物園、水族館なども企画。 
お墓参りに希望も叶えている。 

  

50  ○お金の所持や使うことの支援 
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり
使えるように支援している 
 

2名の方がご自分でお金を所持し
ている。他者は持ってしまうこ
とで不穏になったり、糖尿病で
自由に食物を購入できないとい
う理由がある。 
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実施状況 実施状況 

次のステップに向けて 
期待したい内容 

51  ○電話や手紙の支援 
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている 
 

電話も手紙も自由である。   



サリューブルいずみ 

ナルク神奈川福祉サービス第三者評価事業部 

  52 19 ○居心地のよい共用空間づくり 
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよう
な刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないように配
慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせ
るような工夫をしている 
 

明るい素材を使っている。壁紙
は和紙調のものを使い、優しい
温かみのあるものにしている。 
模様も避けシンプルなものにし
ている。窓は大きく 明かりが
良く入る。空調も全体によく効
いている。壁面には利用者様と
職員の共同作業の作品や絵が飾
られている。季節の花もかざら
れている。心地良い音楽も心が
けている。 

53  ○共用空間における一人ひとりの居場 
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしてい
る 
 

玄関前やテラスにベンチを設
置。階段の踊場にもソファベン
チが設置されている。 

  

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮 
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が
居心地よく過ごせるような工夫をしている 
 

明るくシンプルな作りである。 
そこに、ご自分のなじみの物や
好みの物をお持ちいただいてい
る。 

  

55  ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり 
建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が送
れるように工夫している 
 

バリアフリーである。 
トイレなど解りやすいようにさ
りげなく表示をしてある。 
足元や目線のところは整備し転
倒に繋がらない工夫をしてい
る。 
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事業所名

作成日

【目標達成計画】

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点、課題

目     標
目標達成に
要する期間

1 35

必要物資の準備不足と　地
域協力の話し合い不足を感
じている。

食料や水以外に、オムツや
毛布の備蓄をする。運営推
進会議で話し合う。

１２ヶ月

2 1

職員も管理者も理念の内容
を理解して実践している
が、以前からの理念であっ
て、地域密着型サービスの
内容については、盛り込ん
でいない。

理念の文言を変えることな
く、事業所として年間目標
を職員が共同して作成す
る。 １2ヶ月

3 30

内科医とは連携している
が、契約以外の精神科や眼
科については、個々に通院
しており、各科の内容の取
り交わしは事業所にかかっ
ている。

今までもできてはいたが、
口頭が多く信頼関係でなさ
れていたが、きちんと　文
書化して　利用者様やご家
族に心配のないようにす
る。

6ヶ月

4

5

注）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

サリューブルいずみ　

平成22年　3月　25日

目標達成に向けた
具体的な取組み内容

備蓄に関しては、早速、庭
に大きめの物置を設置し
て、整える。　６月の運営
推進会議で話し合い消防署
にも協力を相談し、秋の避
難訓練には　地域の方も含
めたものにしたい。

ユニット会議で地域密着型
サービスということを今一
度意識して話し合い、年間
目標として職員からあげて
もらい決める。そして、そ
れにそった内容を介護に盛
り込んでいく。

ユニット会議で地域密着型
サービスということを今一
度意識して話し合い、年間
目標として職員からあげて
もらい決める。そして、そ
れにそった内容を介護に盛
り込んでいく。

ナルク神奈川福祉サービス第三者評価事業部
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